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7t-一言γ73-号(61Sin(ut一両 ･ 62Sin(2wt一両 )I
(3)
(4)
を得る｡ 方程式(3)と(4)を元の系 (1)の逓減方程式と呼ぶことにする｡ この逓減方程式は単












sinxn=一㍍ 五 戒 (n-1･2)O
但し･xnは安定な根をとる. これらのア トラクターの存在のための必要条件は,







り示せる｡ 例えば, r-o･05,a,-1,ei-62…Eの場合, 最初の周期倍化の分岐は 6-0.
037で起こり, 6-0.0401で(5)のア トラクターがカオス的ア トラクターに転化する｡





































図2と同じ)とした時の fq(a,i)l 印 :元の方塩式の解 (0≦ t≦160)｡
の等高線｡
初期条件に複数のソリトンが含まれる場合 (A>3/2)については, 1つの周波数成分をも




e4帝 +i+2(71cosh(2符23-+ e4i(?2-7f)" i+272COSh(2713))
-4iα
ここで,
a2cosh2(71+ 72)x+cosh2(71- 72)K+bcos(4(甲…- ポ)i+少2)
a- (符1- 甲2)/(甲1+ 甲2)I




71- (U,2)1′2 ･ sin仇 -霊 (2aO3/2 ｡
一万,72･サ2は初期条件に依存するoこの2-ソリトンの軌跡は,位相面 (x(i),Iq(0.






現在までの我々の数値実験の結果で払 3-ソリトン以上のア トラクターは存在 しないようで





































東大 ･天文 吉 田 春 夫
具体的に与えられた Hamilton力学系の積分不可能性を証明することは一般に困難で,普遍
的な判定条件は知られていない｡本稿では解の多価性と積分不可能性を結びつけた Ziglinの定
理を紹介し,その応用例として4次のポテンシャルを持っ力学系の積分不可能性を証明するo
自由度2のHamilton系
H-三(pf･p2 ,･三(q･;･q42,㌦ qlq2
e 22
はその対称性より自明な特殊解 (周期解 )
ql= 0
を有する. q2(i)は
q2+q32-0
-458-
(1)
(2)
